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2700-2900cm-1の 

も目立つ特性吸収 

　　

C

O

H

C3のアルコール、アルデヒド、カルボン酸のIRスペクトル 1

プロピオン酸
CH3CH2CO2H

プロピオンアルデヒド
CH3CH2CHO

1-プロパノール
CH3CH2CH2OH アルコールの 

O-H伸縮振動 
アルカンのC-Hと 
ほとんど重ならない

カルボン酸の 
O-H伸縮振動 
アルカンのC-Hと 

重なる
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スペクトルはSDBSより
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2一般的な官能基の赤外スペクトル（ｐ.419）
アルカン
Ｃ-Ｈ：2850-2960cm-1 
Ｃ-C：800-1300cm-1 
　 
（C-Cは他の吸収も多くあまり重要でない）

アルケン
＝Ｃ-Ｈ：3020-3100cm-1 
Ｃ＝C：1640-1680cm-1 
ーＣH＝CH2：910および990cm-1 
＞Ｃ＝CH2：890cm-1 
　（1000cm-1以下は他の吸収と重なりやすい）
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3アルキン
C　Ｃ-Ｈ：3250-3340cm-1 
Ｃ　C：2100-2260cm-1 
　（内部アルキンでは弱く、対称型では 
　　観測されないことも多い）

芳香族

Ar Ｃ-Ｃ：

H Ｃ-Ｈ：3030-3080cm-1

1660-2000cm-1 
（弱いが置換様式が分かる） 
1450-1600cm-1 
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4フェニルアセチレンのIRスペクトル

4000　        　3000　        　2000　       　1500　　         1000　　         500 
 Wavenumber (cm-1) 

問題12・9

芳香環のC-C

C　Ｃ-Ｈ：3300cm-1 
　

Ｃ　C 
2100cm-1 

Ar-Ｈ 
3030-3080cm-1

スペクトルはSDBSより



第10回

5
　 
CH3CH2OH
アルコールとアミン

(CH3CH2)2NH

4000　　3000　　2000　　1500　　1000　　500 
　　　　　　　　　Wavenumber (cm-1)

Ｏ-Ｈ：　3400-3650cm-1

Ｃ-Ｏ： 
1000-1300cm-1 
（1048cm-1）　 

Ｎ-Ｈ：　3300-3500cm-1

強く幅広い

中程度でやや鋭い

スペクトルはSDBSより
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参考：置換ベンゼンのIRスペクトル の例 
　　　ー2000～1600cm-1の連結音と倍音による吸収帯の形ー

6

※　詳細は機器分析系の参考書を参照して下さい

モノ置換 1,2,4-三置換

o-二置換 1,2,3,4-四置換

m-二置換 ペンタ置換

p-二置換 ヘキサ置換
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7カルボニル （ｐ.421）

非常に強く鋭いので、良く用いられる吸収
Ｃ＝O：1640-1800cm-1

例 酢酸エチルのIRスペクトル

4000　   　3000　      2000　   　1500        1000　　    500 
 Wavenumber (cm-1) 

νC=O＝1743cm-1

スペクトルはSDBSより
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8

1780cm-1 1670cm-1

・教科書のように一つの数字ではなくある程度の幅を持つ

アルデヒド
RーCH
O

脂肪族 
1720-1740

芳香族　1710-1685

α,β-不飽和　1710-1660

ケトン
RーCーR
O

脂肪族　1685-1710

芳香族　1690-1650

α,β-不飽和　1695-1660

環式　1780-1710

エステル
RーCーOR
O 脂肪族　1750-1735

芳香族　1715-1730
α,β-不飽和　1730-1710

細かいことは覚えなくてOKだけど参考まで
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9なぜ芳香族などに隣接したC=O二重結合は 
低波数側に吸収を持つ？

その前に復習
観測される波数が高いのは？

◎単結合　　　　　　二重結合

では、1.5重結合があったら？

C

O

H

sp2性が低下

水素結合や共役などによりsp2性が低くなると低波数にシフトする

C

O

H

C

O

共役（C=Cや芳香環） 
14章に書かれている

π電子が 
C-Cにも 
非局在化 

π電子密度 
（sp2性） 
が低下 
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10例題12・5　次の化合物はどこに赤外吸収がある？
(a) CH2OH

H C＝Ｃ-Ｈ：3020-3100cm-1
C＝Ｃ：1640-1680cm-1
OーH：3400-3650cm-1

その他の吸収（重要性は低め） 
　Ｃ-Ｏ： 1000-1250cm-1 
　Ｃ-Ｈ： 2850-2960cm-1

CH2OH

(b)

C≡Ｃ-Ｈ：3250-3340cm-1
C≡Ｃ：2100-2260cm-1

C＝O：1640-1800cm-1 
　　　　　(1735cm-1）

その他の吸収（重要性は低め） 
　Ｃ-Ｏ： 1050-1310cm-1 
　Ｃ-Ｈ： 2850-2960cm-1

HC   CCH2CHCH2COCH3
CH3 O

HC   CCH2CHCH2COCH3
CH3 O
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質量分析法

　質量分析法とは・・・・ 

基本的にある分子の分子量を測定する方法

何ができるか？ 

１）　正確な分子量がわかる 
　　　　　 
　 
２）　化合物の構造を同定もしくは推定できる 

未知試料の組成式がわかる

既知物質との比較・フラグメントの解析

11
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さまざまな イオン化法・検出法
イオン化法の例
EI　（電子衝撃イオン化法） 
FAB　（高速原子衝突法） 
MALDI　（マトリックス支援型レーザー脱離イオン化法） 
ESI　（エレクトロスプレーイオン化法）

ちなみに以下の3名が質量分析でノーベル化学賞を受賞
１９２２年　フランシス・アストンによる質量分析法の開発 

２００２年　田中耕一（MALDI)とジョン・フェン（ESI) 
　　　　　　による生体高分子の質量分析法の開発 

12

Electron impactもしくはElectron ionization

Fast atom bombardment

Electrospray ionization
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例：MALDI-TOFマススペクトル
Matrix-Assisted Laser Desorption Ionization 
Time-of-Flight Mass Spectroscopy

存在する分子に対応した 
質量/電荷比・m/z（この
講義で扱うのはz=１なの
で分子量に等しい）のとこ
ろにピークが観測される

13

J. Polym. Sci., Part A: Polym. Chem. 2013, 51, 525-533.

Da：質量の単位（統一原
子質量単位、ダルトン　） 
主に生化学で巨大分子・複
合体の質量を表す際に用い
る


